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学校番号 3019 

令和２年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 国語総合 単位数 ６単位 年次 １年次 

使用教科書 
現代文「高等学校 国語総合 現代文編［改訂版］」（三省堂） 

古典 「高等学校 国語総合 古典編［改訂版］」 （三省堂） 

副教材等 

「プレミアムカラー 国語便覧」（数研出版） 

「新精選古典文法 改訂版」（東京書籍）、「新明説漢文」（尚文出版） 

「読書ノート」、「天高の百首」など 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・国語を学習して身につけるべき力は、大きく分けて四つあります。それは、「聞く力」・「読む力」・「話す力」・

「書く力」です。この四つの「言葉の力」を身につけると、相手の「言いたいこと」を理解し、自分の「言いたいこと」を

伝えることができるようになります。 

・言葉によるコミュニケーション能力を高め、相手をより深く理解し、自分もより正しく理解してもらえるように

なることこそ、国語学習の第一の目標です。 

・国語の時間に学ぶ文章とは、偉大な先人達が自分の人生をかけて残してくれたものだということです。そんな文

章を学ぶことがいかにみなさんの今後の人生の財産になるかを考えてみて下さい。文章の向こう側にある作者の深

い思いを読み取り、自分が生きていく上での大きな力にするような本格的な勉強に取り組んで下さい。 

２ 学習の到達目標 

・目的や場にふさわしい語句を選んで、適切に思いや考えを表現することができる。 

・目的や場に応じて的確に文章の内容や構成、登場人物の心情を理解することができる。 

・人間関係において、互いを尊重し、相互理解を深め、正しく意思を伝え合うことができる。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 

・伝統的な言語文化に対する関心を持ち、国語を尊重する態度を育んでいる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 
b:話す・聞く能力 ｃ：書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う力

を進んで高めると

ともに、言語文化

に対する関心を深

め、国語を尊重し

てその向上を図ろ

うとする。 

目的や場に応じて

効果的に話し、的

確に聞き取った

り、話し合ったり

して、自分の考え

をまとめ、深めて

いる。 

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現による文

章を書き、自分

の 考 え を ま と

め、深めている。 

文章を的確に読

み取ったり、目的

に応じて幅広く

読んだりして、自

分の考えを深め、

発展させている。 

伝統的な言語文

化及び言葉の特

徴やきまり、漢字

などについて理

解し、知識を身に

付けている。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワーク

シート等） 

行動の観察 

記述の点検 

（発表時のパフォ

ーマンスのルーブ

リック評価） 

記述の確認及び

分析 

（読書ノート、

ワークシー

ト） 

記述の確認及び

分析 

（ノート、ワーク

シート等） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワーク

シート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学
期 

単
元名 学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c ｄ e 

前
期 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅠ

 

【近代以降】 

教材：「ありのままの世界

は見えない」、「ネットが

崩す公私の境」、「ものと

ことば」 

 

○   ◎ ○ a:文章の構成や展開を確かめ、文

章の内容にふさわしい文体や語

句、表現の技法が用いられてい

るかどうかを考察しようとして

いる。 

d:文章の構成や展開を確かめ、文

章の内容にふさわしい文体や語

句、表現の技法が用いられてい

るかどうかを考察している。 

e:正しく理解し、使いこなせる言

葉の数を増やしている。 

a:行動の観察及び

記述の点検 

ｄ:記述の確認及び

定期考査 

e:小テスト 

小
説
の
内
容
を
理
解
す
るⅠ

 

【近代以降】 

教材：「羅生門」、「夢十

夜」、「待ち伏せ」 

○ ◎  ◎ ○ a:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描いて

いるのかを捉え、象徴・予兆と

して果たしている効果に気付こ

うとしている。 

b: 人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描いて

いるのかを捉え、意見交換をす

ることで視野を広げようとして

いる。 

d:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描いて

いるのかを捉え、象徴、予兆と

して果たしている効果に気付い

ている。 

e:文章の形態や文体の違いによる

特色について理解している。 

a:行動の観察及び

記述の点検 

 

b:行動の観察及び

記述の点検 

 

d、ｅ: 

記述の確認及び

定期考査 

 

古
文
入
門 

【古典】 

教材：『宇治拾遺物語』

「児のそら寝」/『十訓抄』

「大江山」/『竹取物語』

「かぐや姫の生い立ち」/

『徒然草』「ある人、弓射

ることを習ふに」 

文法等・・・歴史的仮名

遣い、文語の用言の活

用、助動詞の基礎 

○   ◎ ○ a:文章に描かれている人物の心情

や筆者の考えを表現に即して読

み、異なる立場から読み深めよ

うとしている。 

d:文章に描かれている人物の心情

や筆者の考えを表現に即して読

み、異なる立場から読み深めて

いる。 

e:古文を読むことに役立つ、文語

のきまりを身に付けている。 

ａ：行動の観察 

 

ｄ：記述の確認及

び定期考査 

 

ｅ：小テスト及び定

期考査 
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漢
文
入
門 

【古典】 

漢語の構造、訓読のし

かた、書き下し文の決ま

り 

○   ◎ ○ a:日本の言語文化は、中国をはじ

めとする外国文化の受容とその

変容を繰り返しつつ築かれてき

たことに気付こうとしている。 

d:文章の組立てや骨組みを的確に

捉えている。 

e:漢文を読むことに役立つ、訓読

のきまりを身に付けている。 

a:行動の観察及び

記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及び

定期考査 

 

e:小テスト及び定

期考査 

後
期 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅡ

 

【近代以降】 

教材：「余暇について」、

「なぜ私たちは労働する

のか」「グローバリゼーシ

ョンの光と影」「美を求め

る心」 

○   ◎ ○ a:文章の構成や展開を確かめ、文章

の内容にふさわしい文体や語句、

表現の技法が用いられているかど

うかを考察しようとしている。 

d:文章の構成や展開を確かめ、文章

の内容にふさわしい文体や語句、

表現の技法が用いられているかど

うかを考察している。 

e:正しく理解し、使いこなせる言葉

の数を増やしている。 

a:行動の観察及び

記述の点検 

 

ｄ:記述の確認と分

析及び定期考査 

 

e:小テスト及び定

期考査 

小
説
の
内
容
を
理
解
す
るⅡ

 

【近代以降】 

教材：「富嶽百景」、「予

感」 

○ ◎  ◎ ○ a:人物、情景、心情などを、どうし

て書き手がこのように描いている

のかを捉え、象徴、予兆として果

たしている効果に気付こうとして

いる。 

b: 人物、情景、心情などを、どうし

て書き手がこのように描いている

のかを捉え、意見交換をすること

で視野を広げようとしている。 

d:人物、情景、心情などを、どうし

て書き手がこのように描いている

のかを捉え、象徴、予兆として果

たしている効果に気付いている。 

e:文章の形態や文体の違いによる特

色について理解している。 

a:行動の観察及び

記述の点検 

 

b:行動の観察及び 

 記述の点検 

 

d、ｅ: 

記述の確認と分析

及び定期考査 

 

古
文
の
物
語
を
読
む 

【古典】 

教材： 

『伊勢物語』「東下り」「筒

井筒」「梓弓」 

『土佐日記』「門出」「忘

れ貝」「帰京」 

『平家物語』「木曽の最

期」 

○   ◎ ○ a:文章に描かれている情景を、文や

文章、語句などから離れないよう

にして読み、人物の言動や状況を

捉える手掛かりとしようとしてい

る。 

d:文章に描かれている情景を、文や

文章、語句などから離れないよう

にして読み、人物の言動や状況を

捉える手掛かりとしている。 

e:古文を読むことに役立つ、文語の

きまりを身に付けている。 

a:行動の観察及び

記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及び

定期考査 

 

e:小テスト及び定

期考査 
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様
々
な
漢
文
を
読
む 

【古典】 

教材：「蛇足」、「朝三暮

四」、「春暁」、「送元二

使安西」、「登高」、「管

鮑之交」、「論語」、「孟

子」、「桃花源記」 

○   ◎ ○ a:考えの進め方や、情景や心情の推

移など、文章の筋道を的確に捉え

ようとしている。 

d:考えの進め方や、情景や心情の推

移など、文章の筋道を的確にとら

えている。 

e:漢文を読むことに役立つ、訓読の

きまりを身に付けている。 

a:行動の観察及び

記述の点検 

d:記述の確認及び

定期考査 

e:小テスト及び定

期考査 

年
間 

古
文
の
和
歌
を
味
わ
う 

【古典】 

教材：「天高の百首」 

（『万葉集』・『古今和歌

集』・『新古今和歌集』か

ら厳選した和歌を集め

た、独自の和歌集） 

◎   ○ ○ a:人物、情景、心情などを、どの

ように書き手が描いているのか

を捉え、言葉の美しさや深さに

気付こうとしている。  

d:人物、情景、心情などを、どの

ように書き手が描いているのか

を捉え、言葉の美しさや深さに

気付いている。 

e:古文を読むことに役立つ、文語

のきまりを身に付けている。 

a:行動の観察及び

記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及び

定期考査 

 

e:小テスト及び定

期考査 

感
想
文
を
書
く 

【課題】 

教材：「読書ノート」 

○  ◎  ○ a:文章の形態や文体、語句などに

合った適切な表現の仕方で書こ

うとしている。 

c:文章の形態や文体、語句などに

合った適切な表現の仕方で書い

ている。 

e:書くことに必要な、文章の形態

や文体の違いによる特色につい

て理解している。 

ａ、c、ｅ： 

記述の点検と確認 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力 

c:書く能力       ｄ：読む能力     e:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


